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② 基礎研究から事業化までを見通し、技術と経営を
俯瞰できる理系人材を育成する

① 基礎研究から事業化までシームレスに一貫した
文理融合研究を推進し、研究成果を社会に還元する

① 大学における多くの研究は、成果が研究
室レベルに留まり事業化にまで至らず 、
社会からはその成果が見えない

② 技術とビジネスの横断的な理解ができる
人材が不足

課

題

新研究科の創設（平成28年度予定）

具体的な対策

  



「イノベーション研究科」（仮称）

く

新研究科における取組みのイメージ

事業化開発研究応用研究基礎研究事業移行ﾌﾟﾛｾｽ

（研究室レベル） （パイロットプラントレベル） （マーケットレベル）

新研究科の特色

技術と経営を俯瞰できる
人材の育成

世界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ研究と
その成果の社会実装の実現

基礎研究から事業化までを
見通して、文理融合や産学
協同による教育研究を展開

イノベーションの
創出

神戸大学が誇る
重点分野の活用

神戸大学が誇るMBA等
における実績の活用

社会系

新研究科に
おける取組

・採算性評価
・市場調査

現場に根ざしたビジネス研究

世界トップレベルの最先端研究

・外国人教員による国際共同研究
・分野間融合による新領域の開拓

強み・特色① 強み・特色③

神戸大学の
強み・特色を動員

企業

強み・特色②

文理融合

神戸大学が有する
パイロットプラントの活用

産 学 連 携自然/
生命系

・量産化
・性能評価
・知財管理


